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“
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
”を
め
ざ
し
て
観
光
誘
致
本
格
化
へ

　
甲
賀
市
内
を
東
西
に
横
断
す
る
新
名
神
高
速
道
路
の
開
通
を
機
に
、関
西
圏
か
ら
中
部
圏
へ
の
人・モ
ノ
の
流
れ
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
３
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
の
市
内
に
こ
れ
だ
け
の
施
設
が
あ
る
と
こ
ろ
は
全

国
的
に
も
珍
し
く
、こ
の
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
名
神
高
速
道
路
活
用
戦
略
の
柱
と
し
て
今
年
度
、「
こ
う
か
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
設
置
」

「
こ
う
か
Ｎ
ｉ
ｎ
ｊ
ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
１
」に
取
り
組
み
ま
す
。

　

忍
者
・
忍
術
の
発
祥
と
さ
れ
る
甲
賀

忍
者
は
火
薬
を
使
用
し
た
忍
法
が
得
意

で
、薬
の
販
売
な
ど
を
通
し
て
各
地
の

情
報
収
集
活
動
を
し
て
い
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
今
も
全
国
唯

一
本
家
の
忍
者
屋
敷
と
さ
れ
る
旧
居

や
、忍
者
と
ゆ
か
り
の
深
い
史
跡
が
数

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た「
忍
者
の
財
産
」を
観
光
客

誘
致
戦
略
の
一
環
と
し
て
捉
え
、海
外

で
も
人
気
の
高
い「
忍
者
」を
テ
ー
マ
に

し
た「
こ
う
か
Ｎ
ｉ
ｎ
ｊ
ａ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
２
０
１
１
」を
今
月
か
ら
始
動
し

ま
す
。

～
２
０
１
１
年
は「
忍
た
ま
イ
ヤ
ー
」～

　
ち
ょ
っ
と
ド
ジ
な
少
年
忍
者
の
成
長
を
面
白
お

か
し
く
描
い
た
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
ア
ニ
メ

「
忍
た
ま
乱
太
郎
」が
今
年
３
月
に
劇
場
版
と
し
て

公
開
さ
れ
ま
し
た
。
公
開
前
に
原
作
者
の
尼あ
ま

子こ

騒そ
う

兵べ

衛え

さ
ん
が
当
市
を
訪
問
、中
嶋
市
長
と
懇
談
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
懇
談
で
尼
子
さ
ん
は「
こ
の
ま
ち
は
私
に
と
っ
て

は
先
生
の
よ
う
な
も
の
、昔
の
風
情
が
残
り
歴
史
好

き
な
人
に
は
た
ま
ら
な
い
ま
ち
」と
甲
賀
市
の
魅
力

を
語
ら
れ
、中
嶋
市
長
も「
尼
子
さ
ん
の
描
く
忍
者

の
明
る
く
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
ま
ち
づ
く
り
に
結

び
付
け
た
い
」と
、忍
者
と
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い

を
語
り
、甲
賀
市
と「
忍
た
ま
」の
関
係
が
深
ま
り
ま

し
た
。

　
ア
ニ
メ
版
に
続
き
７
月
に
も
実
写
版「
忍
た
ま
乱

太
郎
」公
開
が
決
定
し
忍
者
へ
の
関
心
が
高
ま
る
こ

の
機
会
に
、当

市
で
も
関
連
イ

ベ
ン
ト
を
順
次

開
催
し
、「
甲
賀

忍
者
の
里
」を

広
く
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　
市
で
は
、今
後
、市
観
光
振
興
計
画
の
観
光

エ
リ
ア
区
分
の「
信
楽
」「
東
海
道
の
宿
場
」と

「
新
名
神
高
速
道
路
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、観
光

誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、こ
う
か
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会

議
を
、市
の
観
光
振
興
の
中
枢
的
な
役
割
を
担

え
る
よ
う
継
続
し
て
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

「
忍
た
ま
乱
太
郎
」を

き
っ
か
け
に

観
光
都
市「
こ
う
か
」

を
め
ざ
し
て

甲賀の名物を創設・発信
～こうかブランドマネジメント会議を設置～

　市では、４月から産業経済部に
「観光戦略推進室」を設置し、市内３
つのインターチェンジを活用した
事業展開や、「忍者」や「焼き物」とい
う共通の観光資源を持つ三重県伊
賀市との交流・連携による広域観光
圏の創造に取り組んでいきます。
　この取り組みを進めるため新名
神高速道路を活用した観光戦略を
官民合同で考える「こうかブランド
マネジメント会議」を設置しまし
た。

　この会議は、観光や商工、農業団体、公共交通、県立高等学校、新名神サービスエリアな
どの関連企業や団体の代表で組織し、交通の利便性を生かし、「甲賀流忍者」「信楽焼」「東
海道の宿場」「新名神高
速道路」をキーワード
とした観光客誘致事業
に取り組みます。
　今年度は観光ＰＲに
活用する統一デザイン
として、シンボルマー
クの募集を行います。
　また、特産品を活か
した新名 物の開発や、
観 光 ル ー ト の 開 発、
サービスエリア、パー
キングエリアへの「こ
うかのお宝アンテナ
ショップ」の設置、新名
神の高速バスに甲賀市
のイメージをデザイン
し た「 ラ ッ ピ ン グ バ
ス」の運行などに取り
組む予定です。

映画の世界を身近に！
― 忍たま乱太郎企画展 ―

　映画の公開に先駆け、実写版映画
のスチール写真のほか撮影で使用
された衣装や小道具など、劇場版ア
ニメに関する企画展示展を行いま
す。
　また、新名神土山サービスエリア
や甲南パーキングエリア、市役所な
どでも映画関連の写真展示を行う
予定です。
▪期間：６月19日（日）
　　　　　　～９月25日（日）
▪場所：�くすり学習館（甲賀町大原

中）企画展示室・エントラ
ンスロビー　�※入館無料

忍たま集まれ！
― 甲賀忍者学園 ―

　「忍者検定」の子ども向け企画として、忍者や忍術を体験する
イベントを開催します。手裏剣投げや暗号解読など、いろんな
忍者修行に挑戦してみよう。
▪日時：７月17日（日）10：00～
▪場所：�忍の里プララ
▪お問い合わせ：甲賀市観光協会　☎・Fax60−2690

みんなで盛り上げよう！
― 公開直前試写会 ―

　７月23日（土）の映画公開に先駆け、実写版「忍たま乱太郎」
の試写会を開催します。
▪日時：７月17日（日）�開場15：30～�開演16：00～
▪場所：�忍の里プララ　入館無料　
※ 試写会は200組（400名）限定となります。事前申し込みが必要です

のでご注意ください。応募多数の場合は抽選となります。詳しい応
募方法は甲賀市ホームページのほか、甲賀市観光協会のホームペー
ジをご覧ください。

甲賀・伊賀の里を巡る
― 忍者ツアー ―

　今秋には、忍者の里甲賀市と伊賀市を巡る観光ツアーを計画
しています。
　忍者のかくれ里をキーワードに甲賀と伊賀の歴史にふれる
町並みウォーク、こだわりの逸品巡りなど、地元ならではのプ
ランを企画する予定です。
　開催日など詳細は、今後発行予定の本紙に掲載します。

第４回忍者検定
― 受験申込受付中 ―

　恒例となった忍者検定。今年も受検者には、名
物「忍者鍋」と「黒影ご飯」が振る舞われます。
　定員に達するまで随時受検者を募集してい
ます。あなたの忍者力を試してみませんか。
▪日時：６月19日（日）10：00～
▪場所：�忍の里プララ
▪受検資格等：
◦�初級／先着100名（小学５年生以上）、実技（手
裏剣投げ）と忍者衣装コスプレで加点があり
ます。
◦�中級／第１回～第３回忍者検定の初級合格者
限定
▪�申込方法：受検申込書（甲賀市観光ガイドホ
ームページからダウンロードできます）に必要事項を記入
し、ＦＡＸまたは郵送で甲賀市観光協会へ。
▪�受検料：初級・中級とも1,000円（検定当日にお支払いくだ

さい）

こうかNinja
プロジェクト
2011始動

Ⓒ2011 実写版「忍たま乱太郎」
製作委員会
　この映画は、滋賀ロケーショ
ンオフィスが誘致して、滋賀県
内でロケがわれました。

中嶋市長と懇談
する尼子さん

関連イベント
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藤川一二三さん

地域市民センター東西南北
４月末までに９つの地区で
自治振興会設立総会開催される

ばんたに自治振興会

「元気と笑顔溢れる自然豊かなまち伴谷」
―親しみやすい名称にと、地区名は、ひらがなで命名―
　伴谷地区は、水口工業団地や隣接する湖南工業団地の立
地から大規模住宅地開発が進み、人口が急増した地区です。
１月末現在の人口も１万 1,138 人と、自治振興会の単位と
して最も人口が多い地区となっています。
　まちづくり計画では、まずは地域課題を掘り起こしから
の取り組みを進められました。
　結果として、①農村集落にかかる課題 ②住宅団地におけ
る課題 ③公害や道路交通等の課題 ④居住環境の課題の つ
を基本にまちづくり計画が策定され、全体目標も「元気と
笑顔溢れる自然豊かなまち伴谷」と定め、５つの部会によ
るまちづくりが進められることとなっています。

ばんたに自治振興会
左近律男さんに聞きました

──  自治振興会設立に至った経過を
お聞かせください

　市からの「新コミュニティの創造」提案を受け、現在の
伴谷地区が抱える特有の課題に対応するための必要な施策
であると認識し、昨年８月 31日に自治振興会の設立及び設
立準備委員会の設置を決定しました。各区・各種団体から
推薦された委員において設立に向けた全ての準備作業を進
め、４月 22 日に設立総会を開催。“ばんたに自治振興会”
はスタートしました。

──自治振興会設立までにご苦労されたところは

　当自治振興会では、行政上組織化された団体の“役員負
担軽減”を設立目標の一つとして掲げています。このため、
各団体へ「事前協議を前提とし、団体は計画立案、自治振

興会は事業実施、と
いう“役割分担”を
行うことにより役員と組織のスリム化と役員負担の軽減を
図りたい」と提案し、合意を得ました。この提案を形にす
るためには市との協議が必要な項目が数多くあり非常に苦
労しましたが、“ばんたに自治振興会”の理念を理解頂きな
がら、一つ一つ解決していくことでようやく実現すること
が出来ました。

──  自治振興会の取り組みでこれは、と思う取り組みは何ですか

　次の三点を重点事業として取り組みます。
　まずは、「絆を深めること」。地域社会におけるつながり
の希薄化が進む中で伴谷地区としては、「人と人との絆」「地
域の絆」を深め、お互いに支え合う元気で安全・安心なま
ちづくりを目指すために、地域間及び世代間の交流事業を
幅広く進めていきます。
　次に、「子育て支援」。伴谷地区には大規模住宅団地が多く、
若い世代が多いことから子育て支援の必要性が高まってお
り、地域全体で子育てを支援するための事業を進めます。
　最後に「環境問題」。伴谷地区には大規模工業団地があり、
他市との道路が整備されていることから通過車両が多く不
法投棄が後を絶たないため、啓発活動や監視体制の強化を
図るとともに、住民の環境意識を高めることによって、地
域環境の維持向上を進めます。

──ばんたに自治振興会のＰＲをどうそ

　市内で最大の人口を擁する地区であることは多くの人材
に恵まれた地区でもあり、大きな地域力を持っています。
この地域力が充分に発揮され地域コミュニティ活動の一元
化が実現出来たことは当地区の優れた特徴です。この特徴
を生かしながら、これから実施していく事業においても地
区住民が提案し参加することによって自治振興会の良さを
実感・体感して頂けるようなまちづくりに取り組みます。

地域コミュニティ推進室
  ☎65-0687　Fax63-4554問い合わせ

市内各地区で自治振興会の設立総会が進んでいます。
今回は、4月22日に発足した水口地域ばんたに自治振興会をご紹介します。

　

土
山
町
黒
川
に
あ
る「
ふ
る
さ
と

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
六
友
館
」の
特

産
品
加
工
施
設
で
は
、蕗ふ

き

の
薹と

う

味
噌

の
製
造
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
蕗
の
薹
味

噌
は
、土
山
町
山

女
原
に
お
住
ま
い

の
筒
井
文
子
さ
ん

が
26
年
前
か
ら
ご

近
所
の
方
３
人
と

取
り
組
ま
れ
て
い

る
も
の
で
、地
元
産
の
蕗
の
薹
や
や

ま
ぶ
き
の
素
材
を
生
か
し
た
、素
朴

な
味
付
け
が
人
気
を
呼
び
、京
阪
神

な
ど
か
ら
、多
く
の
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
「
山
女
原
の
蕗
の
薹
や
や
ま
ぶ
き

は
、香
り
高
く
て
甘
く
、炊
い
て
も
風

味
は
そ
の
ま
ま
な
の
で
味
は
ど
こ
に

も
負
け
ま
せ
ん
。」と
筒
井
さ
ん
。
他

に
も
野
沢
菜
の
粕
漬
け
や
柚
子
味
噌

や
山
椒
味
噌
な
ど
も
製
造
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

取
り
扱
い
は
、土
山
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
、道
の
駅
あ
い
の
土
山
、Ｊ
Ａ
花

や
か
市
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

茶
ど
こ
ろ
朝
宮
で
は
、全
国
・
関
西

の
品
評
会
に
出
品
す
る
た
め
、今
年

も
茶
摘
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
５
か
所
の
茶
園
で
、延
べ

２
０
０
人
以
上
の
手
に
よ
り
、一
つ

ひ
と
つ
丁
寧
に
新
芽
が
摘
み
取
ら
れ

ま
し
た
。
摘
み
取
ら
れ
た
茶
は
す
ぐ

に
加
工
場
に
運
ば
れ
、出
品
に
向
け

丁
寧
に
加
工
さ
れ
ま
す
。

　

朝
宮
地
域
の
小
売
店
で
も
新
茶
が

店
頭
に
並
び
始
め
ま
す
。
道
路
か
ら

見
る
茶
園
の
美
し
さ
に
触
れ
な
が

ら
、お
茶
の
香
り
を
楽
し
み
に
訪
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

大
野
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
玄
関

に
、ご
近
所
の
藤ふ

じ

川か
わ

一ひ

ふ

み
二
三
さ
ん
が
、

丹
精
を
込
め
て
作
ら
れ
た「
盆
栽
」を

飾
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

鉢
に
植
え
ら
れ
た
花
の
木
は
、ど

れ
も
生
き
生
き
と
咲
き
誇
り
、セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

　

藤
川
氏
さ
ん
は
、見
ご
ろ
に
な
っ

た
鉢
を
次
々
と
届
け
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、セ
ン
タ
ー
も
丹
精
さ
れ
た
花

木
に
負
け
な
い
よ
う
元
気
で
明
る
く

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、お
立
ち

寄
り
下
さ
い
。

　

甲
南
第
三
小
学
校
の
五
年
生
の
子

ど
も
た
ち
が
５
月
13
日
、田
植
え
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
同
校
の
取
り
組
み

で
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、地

元
の
田
ん
ぼ
を
お
借
り
し
、稲
の
生

育
か
ら
収
穫
ま
で
、年
間
通
し
て
の

学
習
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

機
械
化
に
よ
り
、今
で
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た

「
田
植
え
定
規
」を
使
っ
て
の
、昔
な

が
ら
の
方
法
で
の
作
業
に
、は
じ
め

は
戸
惑
い
を
見
せ
な
が
ら
も
、子
ど

も
た
ち
は
手
際
よ
く
苗
を
差
し
込
ん

で
い
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
の
植
え
た
苗
が
成
長

し
、米
が
収
穫
で
き
る
秋
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

旬
の
味
を
届
け
ま
す

山
内
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

手
摘
み
の
お
茶
、

品
評
会
に
出
品

朝
宮
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

季
節
の
盆
栽
が
彩
り
を

大
野
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

宮
の
子
ど
も
た
ち
が

田
植
え
に
挑
戦

甲
南
第
三
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

「
甲
賀
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

全
世
帯
に
配
布
へ

　

市
で
は
、こ
の
ほ
ど
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
と
の
共
同
で「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

を
発
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
便
利
帳
は
、市
政
の
概
要
を
は

じ
め
、日
々
の
暮
ら
し
に
密
接
に
関
係

す
る
福
祉
、健
康
、医
療
の
窓
口
や
手

続
き
、文
化・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
そ
の

利
用
方
法
な
ど
を
で
き
る
だ
け
詳
し

く
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、市
内
全
世
帯
に
順
次
配
布

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、お
手
元
に
届

き
ま
し
た
ら
身
近
な
と
こ
ろ
に
置
い

て
い
た
だ
き
、ご
活
用
下
さ
い
。

　

便
利
帳
は
、民
間
企
業
と
の
官
民
協

働
事
業
の
た
め
発
行
経
費
は
全
額
広

告
収
入
に
よ
り
賄
わ
れ
ま
し
た
。

　

広
告
掲
載
等
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
地
域
の
各
団
体
お
よ
び
事
業
者
の

皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

  

広
報
課　

☎
６
５
‐
０
６
７
５

　

  　
　
　
　

Fax
６
３
‐
４
６
１
９　 暮らしの便利帳

設
立
総
会
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水
口
地
域

区・自
治
会
名
区
長（
自
治
会
長
）名

水
口
第
１

鈴
木　

剛
次

水
口
第
２

吉
川　
　

寛

水
口
第
３

杉
本　

茂
樹

水
口
第
４

松
本　

敏
明

水
口
第
５

内
田　

房
男

水
口
第
６

山
下　

由
行

水
口
第
７

橋
本　

一
夫

水
口
第
８

福
井　

章
二

水
口
第
９

石
田　

龍
司

南

結
城　

和
雄

水
口
第
10

西
村　

泰
平

水
口
第
11

山
川　

宏
治

水
口
第
12

中
村　
　

武

水
口
第
13

安
達　

敬
三

水
口
第
14

井
上　

嗣
也

水
口
第
15

大
野
喜
久
夫

水
口
第
16

村
上　

真
治

水
口
第
17

山
川　

敦
史

城
南
区

前
田　

正
人

水
口
第
18

北
村　

正
之

水
口
第
19

伊
藤　

雅
英

水
口
第
20

倉
田　

政
弘

水
口
第
21

岡
川　

和
夫

水
口
第
22

森
口　

鈴
生

幸
ケ
平

藤
田　
　

博

林
口

小
林　

智
夫

名
坂

奥
村　

英
生

東
名
坂

渡
邊　

洋
司

名
坂
堂
山

中
島　

達
臣

朝
日
が
丘

青
木　

勇
人

古
城
が
丘

清
水　

一
司

東
古
城
が
丘

服
部　

克
己

古
城
が
丘
緑

益
子　

道
生

松
尾

安
達
多
須
久

松
尾
団
地

田
中　

健
晴

水
口
松
尾
台

窪　
　
　

健

中
畑

小
崎　

敏
一

新
城

小
西　

久
男

城
が
丘

宮
本　

忠
治

つ
つ
じ
が
丘

村
田　

博
史

今
郷

中
島　

宏
三

嶬
峨

森
地　

隆
照

和
野

森　
　
　

馨

八
田

宮
治　

秀
雄

春
日

西
出　
　

博

下
山

林
田
永
太
郎

伴
中
山

平
田　

重
夫

山

杉
本　

繁
治

広
野
台
東

坂
本　

博
伸

広
野
台
西

丸
山　
　

忠

桜
ヶ
丘

長
尾　
　

孝

第
三
水
口
台

左
近　

律
男

第
四
水
口
台

水
田　

順
一

菅
谷

飯
塚　

雅
彦

泉

山
本　

幸
己

酒
人

福
西　

義
幸

植

上
里　

弘
一

宇
田

山
下　

平
一

北
脇

徳
地　
　

隆

山
手

周
防　

義
孝

宮
前

高
岡　
　

治

大
法
寺

福
井　

重
敏

柏
貴

深
貝　

孝
義

虫
生
野

今
村　

宏
也

貴
生
川
第
１

山
崎　

賢
治

貴
生
川
第
２

笹
尾　

嘉
隆

貴
生
川
第
３

田
中　
　

強

北
内
貴

井
上　

博
文

宇
川

山
中　

和
幸

岩
坂

西
川　

武
次

高
山

中
出　

泰
彦

三
大
寺

鈴
川　

晴
一

か
ふ
か
の
丘

廣
岡　

隆
之

三
本
柳

谷
川　

廣
昭

牛
飼

三
浦　

伸
夫

杣
中

黄
瀬
多
嘉
雄

山
上

奥
村　
　

武

古
城
が
丘
南

町
田　

孝
治

城
内

德
地　

義
宏

本
丸

笠
井　

貴
子

警
察
官
舎

山
本　

健
太

岡
の
郷

山
田　
　

健

古
城
が
丘
団
地

大
橋　

俊
之

西
ヶ
瀬

池
田　

律
子

あ
や
の
中
央

佐
々
木
克
広

土
山
地
域

区・自
治
会
名
区
長（
自
治
会
長
）名

大
河
原
１

井
澤　

弘
幸

大
河
原
２

松
本　

太
史

東
野
１

水
上　
　

貢

東
野
２

前
田　

初
樹

西
野
１

小
倉　

道
孝

西
野
２

笹
尾　

昇
一

黒
滝

森
田　

瑞
樹

上
の
平

片
岡　

久
伸

中
之
組

平
子　

一
雄

川
西

林　
　

政
昭

黒
川
市
場

林　
　

栄
一

猪
鼻

岸　
　

健
治

山
中

林
口　

秀
雄

笹
路

土
山　

芳
生

山
女
原

土
山　

宏
樹

南
東

安
井　

一
夫

南
中

馬
場　
　

毅

南
西

辻　
　

正
和

北
東

黒
川　

重
信

北
芝

前
田　
　

稔

北
中

岡
田　
　

治

北
西

大
隅　

幸
男

平
子

中
嶋　
　

均

東
瀬
音

藤
丸　

晋
也

西
瀬
音

堀　
　

幸
弘

青
土

倉
森　
　

晃

野
上
野

福
田　

敦
三

大
澤

木
村　
　

茂

頓
宮

北
川　

宗
信

前
野

金
山　
　

忍

市
場

吉
田　

敏
郎

徳
原

中
村　

吉
樹

三
軒
家

中
村　

道
男

片
山

柚
口　

秀
夫

今
宿

三
日
月
幸
一

里

中
邨　

三
彦

新
里

吉
田　
　

博

末
田

中
辻　

吉
史

寺
前

岡
崎　

克
己

布
引

辻
本　

政
廣

緑
ヶ
丘
１・１

福
嶌　

正
文

緑
ヶ
丘
１・２

岩
下　

秀
成

緑
ヶ
丘
５

寒
川　

幸
三

第
２
緑
ヶ
丘

治
武　

秀
彦

甲
賀
地
域

区・自
治
会
名
区
長（
自
治
会
長
）名

檪
野

山
本　

正
和

神

竹
中
島
眞
博

大
原
上
田

藤
田　

文
夫

大
久
保

大
原　
　

平

大
原
中

西
村　

朋
弥

拝
坂

村
山　

正
和

鳥
居
野

奥
村　

宇
公

相
模

玉
木　

幸
一

大
原
市
場

中
井　

保
隆

高
野

田
畑　
　

進

油
日

澤
田　

友
司

上
野

澤　
　

隆
夫

鹿
深
台

山
下　
　

充

田
堵
野

雲　
　

好
三

滝

藪　
　

芳
治

毛
枚

辻　
　

重
治

和
田

西
沢　

啓
一

高
嶺

辻　
　

久
善

五
反
田

木
村　
　

仁

小
佐
治

伊
東　

勝
美

神
保

福
井　

芳
夫

隠
岐

嶋
田　

恒
夫

岩
室

前
出　

高
志

甲
南
地
域

区・自
治
会
名
区
長（
自
治
会
長
）名

寺
庄

中
本　

哲
義

葛
木

中
嶋　
　

守

深
川

山
本　

敬
一

深
川
市
場

服
部　

土
宜

稗
谷

山
際　

和
博

森
尻

鵜
飼　

弘
一

宝
木

西
田　
　

勝

池
田

中
村　

諶
吾

磯
尾

木
村　

眞
一

竜
法
師

田
代　

豊
嗣

野
尻

林　
　

博
止

野
田

山
脇　

弘
光

杉
谷

神
山　

國
男

新
治

山
脇　

文
治

塩
野

神
山　

正
行

市
原

飯
田　

幹
夫

柑
子

田
中　

由
廣

下
野
川

田
中　
　

章

上
野
川

藤
田　

悦
孝

下
馬
杉

岩
谷　

友
一

上
馬
杉

鳥
居　

康
一

耕
心

廣
嶋　

藤
男

ニ
ュ
ー
ポ
リ
ス

肱
岡　

康
一

希
望
ヶ
丘

伊
藤　

忠
雄

希
望
ヶ
丘
本
町

酒
巻　

昌
市

信
楽
地
域

区・自
治
会
名
区
長（
自
治
会
長
）名

長
野

杉
本　

雅
由

神
山

中
森　
　

晃

江
田

辻　
　

弘
義

田
代

大
平　

繁
男

畑

増
田　

直
彦

宮
町

鈴
木　

昭
一

黄
瀬

中
島　

茂
之

牧

松
下　

富
男

勅
旨

小
谷　

栁
太

丸
岡

杉
本　
　

聰

西

辻
本
ひ
ろ
み

柞
原

上
田　

康
之

中
野

中
西　

好
晴

杉
山

大
谷　

荘
司

し
が
ら
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

藤
原　

愛
哲

小
川

杉
本　

正
典

小
川
出

杉
本　
　

清

上
朝
宮

洞　
　

芳
一

下
朝
宮

酒
井　

義
仁

宮
尻

片
木　
　

明

多
羅
尾

髙
畑　

啓
司

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍

〜
平
成
23
年
度
区
長
さ
ん
決
ま
る
〜

地
域
の
ま
と
め
役
と
し
て
、ま
た
、地
域
の
皆

さ
ん
と
市
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
活
躍
い

た
だ
く
区
長
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
１
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

※
氏
名
掲
載
を
了
承
さ
れ
た
区・自
治
会
の
み
掲
載
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ササユリ（地域種）

キキョウ（要注目種）ジャコウアゲハ（要注目種）

R E D L I S T
私たちのくらしとレッドリストの生き物たち � ［ 第２回］
レッドデータブックに掲載される絶滅のおそれがある野生生物の一覧をレッドリストと言います。
私たちの身近な環境と甲賀市のレッドリストに載る生き物の関係について紹介します。

みなくち子どもの森自然館
☎63-6712　Fax63-0466

問い合わせ

長
い
日
本
の
歴
史
の
中
で
も
、中
世
は
複

雑
で
、そ
の
実
像
を
と
ら
え
る
こ
と
が
難
し

い
時
代
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

そ
の
歴
史
を
描
く
と
な
る
と
、根
拠
と
な
る

古
文
書
や
古
記
録
は
近
世
と
較
べ
る
と
極

端
に
少
な
く
し
か
も
難
解
で
す
。
今
年
度

中
に
発
刊
予
定
の
甲
賀
市
史
第
２
巻
で
は

で
き
る
か
ぎ
り
多
く
の
史
料
に
よ
り
わ
か

り
や
す
く
、ま
た
、通
説
だ
け
で
な
く
新
し

い
見
方
も
示
せ
る
よ
う
に
工
夫
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、中
世
甲
賀
を
考
え
る
上
で
、

ま
ず
こ
の
甲
賀
と
い
う
地
域
が
当
時
ど
の

よ
う
に
把
握
さ
れ
て
き
た
か
を
考
え
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
簡
単
に
い
え
ば
、

そ
れ
は
大
き
く
甲
賀
上か

み（
東
）郡
と
甲
賀
下し
も

（
西
）郡
、そ
し
て
信

し
が
ら
き
の
し
ょ
う

楽
荘
の
三
つ
に
分
け
ら

れ
た
よ
う
で
す
。
上
郡
は
水
口・
土
山・
甲

賀・
甲
南
と
信
楽
の
北
部
、下
郡
は
ち
ょ
う

ど
現
在
の
湖
南
市
域
、信
楽
荘
は
信
楽
町
の

中・
南
部
が
こ
れ
に
該
当
し
、地
理
的
に
区

分
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、歴
史
や
文
化
の
い

ろ
い
ろ
な
面
に
わ
た
っ
て
、つ
ま
り
荘
園
の

あ
り
か
た
、土
豪・
地
侍
の
活
動
、城
や
の
形

や
構
造
は
も
ち
ろ
ん
、モ
ノ
や
人
の
流
れ
、

祭
礼
行
事
や
芸
能
の
あ
り
か
た
な
ど
文
化

の
面
に
も
特
色
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
多
く

の
方
が
関
心
を
持
つ「
甲
賀
衆
」の
世
界
に

限
っ
て
も
、野
洲
川・
杣
川
流
域
と
、多
羅
尾

氏
な
ど
信
楽
谷
の
武
士
と
は
、そ
の
成
長
や

活
躍
の
基
盤
が
全
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。

「
一
つ
の
甲
賀
郡
」と
い
う
意
識
は
、江
戸

時
代
の
と
く
に
半
ば
以
降
近
代
に
い
た
っ

て
特
に
強
く
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
が
、中
世
甲
賀
の
世
界
は
、少
な
く
と
も

三
つ
の
顔
を
持
っ
て
い
た
こ
と
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

◎『
甲
賀
市
史
』好
評
販
売
中

【
販
売
場
所
】　
〈
水
口
町
〉ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ

ヤ
マ
カ
ワ・ブ
ッ
ク
ス
ハ
タ
ヤ・Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ

Ｙ
Ａ
さ
ん
ぽ
う
ど
ー・山
田
書
店・水
口
歴
史

民
俗
資
料
館〈
土
山
町
〉ウ
エ
ノ・
道
の
駅
あ

い
の
土
山・
新
名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

案
内
所・
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館〈
甲
賀
町
〉

か
ふ
か
生
涯
学
習
館〈
甲
南
町
〉ウ
イ
ン
グ
甲

南
店・
市
史
編
さ
ん
室〈
信
楽
町
〉大
宝
堂
谷

川
書
店・信
楽
伝
統
産
業
会
館・信
楽
中
央
公

民
館

＊詳しくは「甲賀市ホームページ」→暮らしのガイド→教育文化→市史編さんをご覧ください。
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中
世
甲
賀
は

　
　
　
　
三
つ
の
顔

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
文
化
財
課　
市
史
編
さ
ん
室

　
☎
８
６
‐
８
０
７
５　
Fax
８
６
‐
８
２
１
６

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
快
適
な
環
境
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
公
共
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す

が
、こ
の
た
び
新
た
に
次
の
区
域
で
公
共
下
水
道
が

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
水
口
町
】　
第
３
水
口
台
、

　
　
　
　
　
泉
の
各
一
部

【
甲
南
町
】　 

希
望
ヶ
丘
５
丁
目
、

　
　
　
　
　
希
望
ヶ
丘
本
町
７
丁
目
、

　
　
　
　
　
希
望
ヶ
丘
本
町
８
丁
目
、

　
　
　
　
　
希
望
ヶ
丘
本
町
９
丁
目
、

　
　
　
　
　
野
尻
の
各
一
部

　
公
共
下
水
道
の
普
及
率
は
、67・
2
％
、水
洗
化
率

は
、78・
9
％
（
い
ず
れ
も
平
成
22
年
度
末
）と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
公
共
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ

た
区
域
の
家
屋
や
工
場（
事

業
場
）で
は
、汚
水
を
下
水
道

に
流
入
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
工
事（
排
水
設
備
工

事
）を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
台
所
や

風
呂
な
ど
の
雑
排
水
は
、供
用
開
始
後
す
み
や
か
に

下
水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、く
み
取
り
便
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場

合
は
、３
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
よ
う
下

水
道
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
下
水
道
が
使

用
で
き
る
区
域
の
皆
さ
ん
は
１
日
も
早
く
そ
の
使
用

を
開
始
し
、よ
り
快
適
な
生
活
を
実
現
く
だ
さ
い
。

　
排
水
設
備
工
事
は
定
め
ら

れ
た
基
準
ど
お
り
に
行
わ
れ

な
い
と
、故
障
の
原
因
と
な

る
ば
か
り
か
、市
が
管
理
し
て
い
る
下
水
道
施
設
に

も
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
指
定
工
事

店
は
、工
事
を
行
う
要
件
に
適
合
し
て
い
る
工
事
業

者
と
し
て
市
が
指
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。
排
水
設

備
工
事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、指
定
工
事
店
一
覧
が
必
要
な
場
合
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る

水
洗
便
所
に
改
造
す
る
な

ど
、そ
の
改
造
等
に
必
要
と

す
る
資
金
の
融
資
を
市
が
市
内
金
融
機
関
に
あ
っ
せ

ん
す
る
も
の
で
す
。

　
融
資
に
は
一
定
の
要
件
を
備
え
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
下
水
道
管
理
課　
施
設
維
持
係

　
☎
８
６
‐
８
３
９
９　
Fax
８
６
‐
８
０
３
２

公
共
下
水
道
の
使
用
で
き
る

　
　
　
　
区
域
が
広
が
り
ま
し
た

水
洗
化
で

快
適
生
活

排
水
設
備
工
事
は

指
定
工
事
店
で

融
資

あ
っ
せ
ん
制
度

ＪＲ西日本が債権放棄の英断
　20年前の平成３年５月14日に起きた信楽高原鐡道

（ＳＫＲ）の事故で、西日本旅客鉄道㈱（ＪＲ西日本）が提
訴した求償債権請求訴訟の判決が４月27日、大阪地方
裁判所で行われました。
　裁判では、両社の責任割合や出資者である滋賀県や甲
賀市への連帯保証責任が問われていました。判決は、責
任割合をＪＲ西日本が３割、ＳＫＲが７割とし、ＳＫＲが
ＪＲ西日本に対して約11億1,400万円を支払う内容と
なりました。
　ＳＫＲは、この判決を受け入れ、控訴を行なわないこと
とし、また、ＪＲ西日本もＳＫＲが地域公共交通機関とし
て大切な役割を担っていることを踏まえ、債権の全額を
放棄することを決定されました。これにより、５月11
日に判決が確定し、事故を巡る全ての訴訟が終結しまし
た。なお、判決で、滋賀県と甲賀市に対する連帯保証責
任は却下されています。

　事故のあった５月14日は、毎年、現地で犠牲になられ
た42人の追悼法要が営まれ、20年目の今年も中嶋市長、
滋賀県知事、ＪＲ西日本社長、ＳＫＲ社長らも参列しまし
た。式の後、中嶋市長、滋賀県知事の立会いのもとに両
社が安全性向上のための連携を図ることなどが盛り込
まれた共同メッセージの署名が行なわれました。

　信楽高原鐵道は、信楽地域のみならず、甲賀市と
して市民皆様のご理解の基に守ってきた大切な地
域公共交通機関です。
　今回の西日本旅客鉄道株式会社のご英断により、
存続の道が繋がったことは大変ありがたいことで
あると感謝しております。
　市といたしましては、今後も引き続き信楽高原鉄
道を支援してまいりますが、安全運行はもちろんの
こと、経営改善についての説明責任を甲賀市民全体
に対し果たしていくよう筆頭株主として信楽高原
鉄道株式会社に強く申し入れたところです。

市長　中嶋 � 武 嗣

安全を最優先に
　　───地域公共交通の存続へ

　初夏は、鮮やかな緑色の草がグングンと日増しに伸びます。人家や農地の周りでは草刈り
が大変な季節です。
　この時期の草地を観察すると、植物の種類から土地の経歴が分かります。ヒョロリとした
長い茎の先にタンポポに似た花を咲かせるブタクサ（外来植物）が一面に咲く草地は、新しい
道路や住宅・農地など、ブルドーザでならされた人工的な敷地や法面です。一方、古くから地
形の変化が少ない河川や池の堤防、雑木林の縁の法面の草地には、ノアザミやホタルブクロ
が咲き、希少になったササユリ、キキョウなど（日本在来種）も見られます。また、幼虫がウマ
ノスズクサという草しか食べないジャコウアゲハも、古くから
の堤防やお墓の草地に飛びます。
　昔の里山の暮らしでは、刈ってもすぐ伸びる草地は、
生産力の高い重要な場所でした。柔らかい草は家畜の
餌
えさ

や、農地にすき込む肥料だったからです。現代の生
活でも、昔からの草地の有効な利用が、希少な草地の動
植物の保全につながります。

草地の環境とレッドリストの生き物
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甲賀市奨学資金給付制度のお知らせ
　経済的理由により高等学校等への修学が困難な方に対し
て市では、奨学資金を給付しています。

●給付の対象  
　次の①から③のすべてに該当する方が対象となります。
　　① 滋賀県奨学資金または日本学生支援機構奨学金、お

よびこれらに準ずる奨学金の貸与を受けている方
　　② 保護者が①の奨学金の貸与を受けるに至った日より

前１年以上引き続いて市内に住所を有している方
　　③ 生活保護法に基づく被保護世帯またはそれに準ずる

世帯に属する方

●給付の額  
◦高等学校、特別支援学校（高等部）等
　　月額　５, ０００円
◦大学（大学院を除く）等
　　月額　１５, ０００円

●申請期間  
　６月15日（水）～７月15日（金）
　給付を受けるには、申請書の提出が必要です。詳しくは、
下記までお問い合わせください。

身
体
・
知
的
障
害
者

　
相
談
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
滋
賀
県
身
体
障
害
者
相
談
員
と
滋
賀
県
知
的
障
害
者
相
談
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、次
の
方
々
が
相
談
員
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
た
り
、障
が
い
の

あ
る
方
の
自
立
や
社
会
参
加
に
つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
促
進

す
る
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

身
体
障
害
者
相
談
員（
敬
称
略
）

【
任
期
】平
成
23
年
４
月
１
日

〜
平
成
25
年
３
月
31
日

○
森も
り
井い　
登の
ぼ
る　
　
（
水
口
）

○
中な

か
瀬せ　

子こ　
（
水
口
）

○
藤ふ

じ
本も
と　
俊し
ゅ
ん
じ治　
（
土
山
）

○
村む

ら
木き　
洋よ
う
次じ

郎ろ
う（
土
山
）

○
井い

場ば　
道み
ち
夫お　
（
甲
賀
）

○
増ま

す
田だ　
定さ
だ
雄お　
（
甲
賀
）

○
中な

か
野の　
志し

朗ろ
う　
（
甲
賀
）

○
宮み

や
本も
と　
富と

み

お
美
男（
甲
南
）

○
加か

藤と
う　
千ち

鶴づ
る　
（
甲
南
）

○
大お

お
西に
し　
正ま
さ
純ず
み　
（
信
楽
）

○
藤ふ

じ
田た　
徹と
お
る　
　
（
信
楽
）

知
的
障
害
者
相
談
員（
敬
称
略
）

【
任
期
】平
成
23
年
６
月
１
日

〜
平
成
25
年
５
月
31
日

○
大お
お
野の　
慶け
い
子こ　
（
水
口
）

○
鵜う

飼か
い　
多た

み

え
美
恵（
土
山
）

○
松ま

つ
山や
ま　
正ま
さ
和か
ず　
（
甲
賀
）

○
竹た

け
口ぐ
ち　
拓ひ
ろ
志し　
（
甲
南
）

○
鈴す

ず
木き　
つ
や
子こ（
信
楽
）

「
地
域
で
守
ろ
う
！
こ
ど
も
の
笑
顔
」

〜
地
域
福
祉
大
会
開
催
〜

　
地
域
福
祉
大
会
は
、甲
賀
市
地
域
福
祉
推
進
計
画
に
基
づ
き「
健

康
福
祉
の
ま
ち
甲
賀
」の
実
現
を
め
ざ
し
て
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
も
、大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
楽
し
め
る
企
画
が
も
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
▼
６
月
11
日（
土
）

　
　
　
９：45
〜
14：00 

（
雨
天
決
行
）

場
所
▼
忍
の
里
プ
ラ
ラ

内
容
▼
９：45
〜
10：00 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト（
劇
団
ふ
り
ぃ
だ
む
）

　
　
　
10：05
〜
10：25 

開
会
式
典（
表
彰・感
謝
状
）

　
　
　
10：35
〜
12：05 

 

講
演・事
例
発
表

 

「
地
域
で
守
ろ
う
！
こ
ど
も
の
笑
顔
」

　
　
　
◦
講
師
兼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：

　
　
　
　
風
の
子
保
育
園
子
育
て
支
援
担
当・保
育
士　
松ま

つ
原ば
ら　
洋よ
う
介す
け

　
　
　
◦
事
例
報
告
： 

守
山
市
速
野
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
：
あ
す
な
ろ
の
会（
甲
南
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
：
子
育
て
広
場　
わ
の
わ
の
わ

　
　
　
　

 

　
　
（
水
口
町
柏
木
地
区
地
域
福
祉
協
議
会
）

　
　
　
10：30
〜
14：00 

 

模
擬
店・啓
発
コ
ー
ナ
ー・ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

 

ほ
っ
と
マ
マ
サ
ロ
ン
コ
ー
ナ
ー・

 

義
援
金
コ
ー
ナ
ー

６月４日～10日は歯の衛生週間

○む�し歯菌を増やさない
○フッ素の入った歯磨き粉などを使うと、歯の質が強くなります。
○規則正しい生活を送り、飲食回数を減らす
○バランスのよい食事をとりよくかんで食べる
○たばこを吸わない
○定期検診を受ける

むし歯予防・
歯周病予防は毎日の
生活習慣から

　平成22年度中に３歳６か月児健診を受けられた方の
うち、親子ともにむし歯がなく、お口の状態がいいとい
う方を、６月30日に甲賀保健所で行われる「親子でいい
歯のコンクール」へ推薦します。
　該当の方で推薦を希望される場合は親・子の口腔状態
を事前に確認させていただきますので、６月６日までに
健康推進課へご連絡ください。

　診察・パノラマＸ線撮影により歯と歯ぐきの状態を確認
します。現在、歯の治療を受けていない40 〜 70歳の方
が対象です。
　ご希望の方は指定歯科医療機関へお申し込みください。
※詳しくは検診カレンダー 17ページをご覧ください。

親子でいい歯のコンクールのお知らせ 歯周疾患検診のお知らせ

　食中毒は、夏場だけでなく１年を通して発生してい
ます。
　また、暑い時期には食中毒を起こす細菌が増えやす
くなり、食中毒が多発します。食中毒を起こす食べ物
は色や臭いで見分けることができませんので、次のこ
とに気をつけて、食中毒から身を守りましょう。

①食品を取り扱うときは、手をよく洗いましょう。
②まな板、ふきんなどは熱湯や漂白剤で殺菌しましょう。
③出来るだけ早く調理し、調理後は早く食べましょう。
④食品は放置しないで冷蔵庫に入れましょう。
⑤ 食品はなるべく加熱し、加熱調理するときは中心部まで十分加熱

しましょう。

⑥ 残った食品は時間が経ったら、思い切って捨てましょう。

問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
課　
障
害
者
支
援
係

　
　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
７
０
２

　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
０
８
５

学校教育課　学務係
��☎86-8019　Fax86-8380問い合わせ・申し込み

健康推進課　健康増進係
  ☎65-0703　Fax63-4591問い合わせ

問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
課　
福
祉
政
策
係　
☎
６
５‐０
７
０
０　
Fax
６
３‐４
０
８
５

　
甲
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会　
　
☎
６
５‐６
３
７
０　
Fax
６
３‐４
８
２
３

健康推進課　☎65-0703　Fax63-4591問い合わせ

　よくかんでおいしく食べるには歯の健康が大切です。
　むし歯や歯周病になると、口の中に細菌が増えてきます。それをこのまま放っておくと、細菌が血管に入っ
て全身に広がり、いろいろな病気を引き起こしたり、糖尿病などの生活習慣病を悪化させることがあります。
　生活習慣を見直し、いつまでも健康な生活をエンジョイしましょう。（（ （（

※
入
場
無
料
、
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
あ
り
。

※ 

当
日
、プ
ラ
ラ
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
は
あ
り
ま
せ

ん
。
福
祉
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
詳
細
は
社
会
福
祉
協
議
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＮO!
「薬物乱用」「運び屋」「ネット売買」

　
滋
賀
県
警
察
で
は
現
在
、Ｎ
ｏ
！「
薬
物
乱
用
」「
運
び
屋
」「
ネ
ッ
ト
売
買
」～

“
ス
リ
ー
ノ
ー
プ
ラ
ン
”を
展
開
中
で
す
。

「
薬
物
乱
用
」
～
薬
物
乱
用
の
誘

い
に
…
「
ダ
メ
！
ゼ
ッ
タ
イ
！
」と

断
る
勇
気
を
持
つ
。

「
運
び
屋
」
～
海
外
旅
行
と
い
う

開
放
感
か
ら
…
「
運
び
屋
」へ
の
誘

い
に
乗
ら
な
い
。
不
用
意
に
他
人

か
ら
荷
物
を
預
か
ら
な
い
。

「
ネ
ッ
ト
売
買
」
～
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
氾
濫
す
る
…
違
法
薬

物
の
売
買
に
関
わ
ら
な
い
。

　
覚
せ
い
剤
や
麻
薬
、大
麻
な
ど

の
薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
を
理

解
し
て
、県
民
全
体
で
薬
物
の
乱

用
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

覚
せ
い
剤
な
ど
違
法
な
薬
物

に
関
す
る
情
報
、相
談
は
、

警
察
本
部
刑
事
部

組
織
犯
罪
対
策
課

☎
０
７
７‐
５
２
２‐
１
２
３
１

 

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
刑

事
課
ま
で

NO!NO!NO!
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昨年11月から今年４月まで南極観測船「しら
せ」の乗組員として乗船された西田健悟さん。

自衛隊入隊のきっかけは、大学の卒業論文で安
全保障をテーマに書くため海上自衛隊について
勉強しているうちに、その魅力に惹かれ自分も海
上自衛隊に入りたいと思われたそうです。　

大学卒業と同時に海上自衛隊入隊され、平成
20年９月に、輸送船「おおすみ」の機関士を経て今
回の砕氷船「しらせ」の乗組員180人の一人とし
て選ばれました。

子どものころから船や飛行機などの乗り物が
大好きだったという西田さん。「しらせ」の乗組
員に任命されたとき甲板士官として大変光栄に
思ったと語ります。
「しらせ」では、ペンギンの生態など南極の野外

観測支援や、海洋観測支援などを担当しました。
「子どものころは、高速道路もなかったし、甲賀

市の景色も随分変わりましたね。この前、電車で
帰省したときに、最寄り駅の寺庄駅に降りて驚き
ましたよ。あんなに立派になっているなんて。」

帰省のたびに変わり行く甲賀市の風景を楽し
みにされている西田さん。そんな西田さんの将
来の夢は、「しらせの艦長になることです。」

夢は「しらせ」艦長

海上自衛隊横須賀総監部
　　砕氷船「しらせ」甲板士官

西
に し

田
だ

　健
け ん

悟
ご

さん（甲南町野尻）
51

　近江茶の主産地で
ある市内の茶園で、
５月中旬から一斉に
手摘み作業が始まり
ました。毎年、国や
地域別に行われる
品評会へ出展する茶
は、評価がブランド

につながることから、新芽の一つひとつを丁寧に摘み取
り、加工されます。今年は天候の不順が心配され、数日
遅れの収穫になりましたが、質は例年と変わらないとの
ことです。市内で生産される近江茶は、全国で優秀な成
績を収めていま
す。

　
水
口
町
水
口
の
野
洲

川
で
５
月
17
日
、稚
ア

ユ
の
放
流
体
験
学
習
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
体
験
学
習
に
参
加
し

た
の
は
水
口
小
学
校
４

年
生
81
名
で
、子
ど
も

た
ち
に
川
の
環
境
の
大

切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
野
洲
川
漁
業
協
同
組
合
が
招
待
し

た
も
の
で
す
。

　
参
加
し
た
児
童
は
、鮎
な
ど
の
川
魚
の
生
態
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
あ
と
、用
意
さ
れ
た
９
０
０
０
匹
の
ア
ユ
の
成
長
を

願
い
な
が
ら
放
流
し
ま
し
た
。

一番茶手摘み始まる

大
き
く
育
っ
て
ね

水口小児童野洲川に稚アユ放流

稚アユを放流する児童▶

▲▶
新芽を摘み取る皆さん
（上：信楽・下：土山）

全国少年少女野球教室

　
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
会
主
催
の
第
17
回
全
国
少
年

少
女
野
球
教
室
が
５
月
８
日
、甲
賀
市
民
ス
タ

ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
野
球
教
室
に
は
、甲
賀
市
内
外
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
16
チ
ー
ム
約
２
２
０
名
と
そ
の

指
導
者
が
参
加
し
、山
本
和
行
さ
ん
ら
６
人
の

元
プ
ロ
野
球
選
手
か
ら
の
技
術
指
導
を
受
け
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、グ
ラ
ブ
さ
ば
き

や
投
球
フ
ォ
ー
ム
を
真
剣
な
様
子
で
教
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　湖南甲賀交通安全協会信楽支部は、５月３日、「げ
なげな市」の会場で、街頭啓発を行いました。
　啓発活動には、地元にこにこ園の５歳児16名がか
わいい制服姿で参加しました。「交通通安全お願いし
ます」と訴える元気な声に、大人たちは笑顔でこたえ
ていました。

　
中
部
小
学
校
Ｏ
Ｂ
で
、現
在
海
上
自
衛
隊
に
所
属
さ
れ
て
い
る
西
田
健
悟
さ
ん
が
５
月

６
日
、母
校
の
社
会
科
の
授
業
で
、ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。

　
西
田
さ
ん
は
、昨
年
11
月
か
ら
今
年
４

月
ま
で
の
間
、南
極
観
測
隊
の
一
員
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
南
極
の
生
態
系
調
査
や
、

め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
オ
ー
ロ
ラ
な
ど

を
ス
ラ
イ
ド
紹
介
し
、児
童
は
興
味
深
く

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、南
極
の
氷
が
披
露
さ
れ
る
と
児

童
一
人
ひ
と
り
が
触
り
な
が
ら
太
古
に

思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

ジュニアポリスが
交通安全啓発

中
部
小
学
校
に
南
極
の
氷
が
登
場

元
プ
ロ
野
球
選
手
が
指
導

▲南極の氷に触れる児童

▲中部小学校で教壇に立つ西田さん

▶
啓
発
チ
ラ
シ
を
渡
す
ジ
ュ
ニ
ア
ポ
リ
ス

▶
直
接
指
導
を
受
け
る
団
員

南極観測隊参加者との
交流学習
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となりまちいこ かめやま

うか

が

情報交流ひろば

島ヶ原温泉やぶっちゃ� 伊賀市 花しょうぶまつり� 亀山市

～
市
職

員が
出向きます～

VOL.5

～色鮮やかな花しょうぶ～～アクティブに遊んで、やぶっちゃの自然を満喫～

　
亀
山
市
の
花
で
も
あ
る„
花
し

ょ
う
ぶ
＂。
亀
山
公
園
の
一
角
に

あ
る
菖
蒲
園
は
、敷
地
面
積
が

４
，０
０
０
㎡
と
県
下
最
大
級
の

広
さ
を
誇
り
、６
月
上
旬
頃
か
ら

１
０
０
種
類
、2
万
株
の
花
し
ょ

う
ぶ
が
咲
き
始
め
ま
す
。

　
花
し
ょ
う
ぶ
の
開
花
の
時
期

に
合
わ
せ
、毎
年
、花
し
ょ
う
ぶ

ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
と　
き
】６
月
５
日（
日
）　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
雨
天
決
行
）

【
と
こ
ろ
】亀
山
公
園
菖
蒲
園

【
内　

容
】花
し
ょ
う
ぶ
の
栽
培
指

導（
販
売
）、出
店（
石
水
う
ど
ん
、み

た
ら
し
、み
そ
焼
き
う
ど
ん
、農
産

物
な
ど
）、野
点
、写
真
コ
ン
テ
ス

ト
、写
生
大
会
な
ど

【
ア
ク
セ
ス
】東
名
阪
自
動
車
道「
亀

山
IC
」よ
り
亀
山
方
面
へ
約
10
分

　
美
し
い
自
然
を
活
か
し
て
つ

く
ら
れ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設「
ゆ

う
ゆ
う
鯛
ヶ
瀬
」に
は
、オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
や
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

場・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト・
パ
タ
ー
ゴ

ル
フ・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場・

水
遊
び
場・芝
生
広
場
な
ど
が
あ

り
、さ
ま
ざ
ま
な
レ
ジ
ャ
ー
が
楽

し
め
ま
す
。
ま
た
、天
然
温
泉

「
や
ぶ
っ
ち
ゃ
の
湯
」は
ミ
ネ
ラ

ル
豊
富
な
良
質
の
温
泉
で
、日
ご

ろ
の
疲
れ
を
癒
せ
ま
す
。
思
い

思
い
の
ス
タ
イ
ル
で
、心
も
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ア
ク
セ
ス
】国
道
25
号
線
西
之
沢

交
差
点
を
東
へ
車
で
20
分

問
い
合
わ
せ

島
ヶ
原
温
泉
や
ぶ
っ
ち
ゃ

☎
０
５
９
５-

５
９-

３
９
３
９

問
い
合
わ
せ

（
財
）亀
山
市
地
域
社
会
振
興
会

☎
０
５
９
５-

８
３-

１
３
８
５

問い合わせ
Fax

甲賀市広報課
　６５-0675　　63-4619Fax

伊賀市秘書広報課
　０５９５-２２-９６３６　　０５９５-２２-９６１７Fax

亀山市広報秘書室
　０５９５-８４-５０２2　　０５９５-８２-９６８５

甲
賀
市
ま
ち
づ
く
り 

「
出
前
講
座
」

　
「
出
前
講
座
」は
、市
役
所
内
の
各
課
が
、皆
さ
ん
の
地
域
に
出

向
き
、市
政
の
現
状
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
も
の
で
す
。

　
「
出
前
講
座
」の
ご
注
文
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

１
、
対　
象　
市
内
在
住
の
方
で
構
成
す
る
、概
ね
10
人
以
上
の
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

２
、
開
催
日　
年
末
年
始
を
除
き
、午
前
９
時
〜
午
後
９
時
の
間 （
一
講
座
60
分
以
内
）

３
、
会　
場　
申
込
者
で
準
備
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
、
費　
用　
原
則
無
料
で
す
。（
教
材
費
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

５
、
申 

込
方
法　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、開
催
希
望
日
の
一
か
月
前
ま
で
に
市
役

所
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
郵
送・Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

６
、
申 

込
書　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
甲
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

７
、
メ
ニ
ュ
ー

　
　
①
ま
ち
づ
く
り
分
野
：
こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト
制
度
ほ
か
７
項
目

　
　
②
市
政
・
財
政
分
野
：
行
政
改
革
、総
合
計
画
、財
政
状
況
ほ
か
３
項
目

　
　
③
議
会
・
選
挙
分
野
：
市
民
と
議
会
、選
挙
の
豆
知
識

　
　
④
福
祉
・
健
康
分
野
：
子
育
て
、介
護
、年
金
、生
活
習
慣
病
、医
療
制
度
ほ
か
17
項
目

　
　
⑤�

環
境
分
野
：
ゴ
ミ
の
出
し
方・生
ゴ
ミ
堆
肥
化
循
環
シ
ス
テ
ム
、地
球
温
暖
化
、環
境
基
本
計
画

　
　
⑥
産
業
・
観
光
分
野
：
農
業
、鳥
獣
害
対
策
、土
地
改
良
、観
光
資
源
ほ
か
５
項
目

　
　
⑦
生
活
・
一
般
分
野
：
税
、水
漏
れ
、詐
欺・悪
質
商
法
、住
宅
耐
震
、住
基
ネ
ッ
ト
な
ど

　
　
⑧
防
災
・
安
全
分
野
：
防
災
講
座

　
　
⑨
教
育
・
文
化
分
野
：
保
育
園・幼
稚
園
、人
権
学
習
、文
化
財
、多
文
化
共
生
ほ
か
８
項
目

※ 

詳
し
く
は
、甲
賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

　
☎
６
５
‐
０
６
８
７　
Fax
６
３
‐
４
５
５
４

　
水
道
メ
ー
タ
ー
は「
計
量
法
」に
よ
り
有
効
期
限

が
８
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
有
効
期
限
が
満
了
す
る
前
に
、新
メ
ー

タ
ー
へ
の
交
換
作
業
を
甲
賀
市
管
工
事
協
同
組
合

に
委
託
し
て
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

○ 

６
月
か
ら
毎
偶
数
月
に
、甲
賀
市
管
工
事
協
同

組
合
加
盟
業
者
が
対
象
の
お
宅
に
お
伺
い
し
て

交
換
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

○ 

対
象
の
方
に
は
、ハ
ガ
キ
で
交
換
の
予
定
日
と

業
者
名
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
交
換
時
の
立
会
い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○ 

メ
ー
タ
ー
交
換
の
際
に
は
、一
時
的
に
断
水（
通

常
５
〜
20
分
程
度
）し
ま
す
。

○ 

止
水
栓
の
不
良
等
で
交
換
が
で
き
な
い
場
合

は
、後
日
修
繕
工
事
を
し
て
か
ら
交
換
し
ま
す
。

○ 

市
の
設
置
以
外
で
有
効
期
限
の
８
年
が
超
過
し

て
い
る
も
の
は
、所
有
者
に
お
い
て
交
換
を
お

願
い
し
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー

交
換
の
お
知
ら
せ上水道業務課　営業係

　☎8 6 - 8 0 1 4
Fax8 6 - 8 0 3 2

問い合わせ

Ｑ　 水道水の水質検査はどのように
実施していますか？

Ａ　甲賀市水質検査計画により毎月
実施しています。検査結果は、市

ホームページに掲載していますのでご覧
ください。

Ｑ　
水道料金を滞納していますが？

Ａ　納期限までに料金のお支払いが
ない場合、督促状を発送します。

それでもお支払いがない場合は催告書、
給水停止予告通知書を発送し、最終的に
納付いただけない場合は、給水停止を実
施することになります。昨年度は給水停
止を148件実施しました。

Ｑ　
納付書の宛名が違います。

Ａ　水道使用者の名義は住民記録と
連動していません。名義の変更

は、上水道業務課または各地域市民セン
ター窓口にお届けください。

Ｑ　 平日は水道料金を支払いにいけ
ません。他の支払い方法はあり
ませんか？

Ａ　以前から口座振替をお勧めして
おります。加えて４月からはコン

ビニエンスストアでのお支払いができる
ようになりました。バーコードが印字さ
れている納付書（納付通知書）をコンビニ
にお持ちになり、期限内に現金でお支払
いください。

Ｑ　 急に使用量が増えたのは漏水で
しょうか？

Ａ　蛇口を全部閉めてもメーターの
パイロットが動いていれば、宅内

給水管のどこかで水漏れがあります（14
頁 図参照）。甲賀市指定給水装置工事事
業者（市ホームページに掲載）に修繕を依
頼してください。

※ ちなみにお風呂の浴槽いっぱいで約180
リットル、シャワー５分間の使用で約60
リットルの水を使用します。

  

　６月１日から７日までは第53回水道週間です。毎日使用している水道水は、生活に欠かせないも
のです。一人ひとりが水を大切にするよう心がけていただくために、水道に関するよくある問い合
わせにお答えします。これを機会に水の大切さについて考えましょう。

蛇口からあふれるぼくらの夢未来
― 第53回水道週間 ―

料金のことは…上水道業務課
　　　　☎86-8014

工事のことは…上水道工務課
　　　　☎86-8016　 Fax86-8032

問い合わせ
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民間賃貸住宅への
家賃補助受付開始
●募集期間／6月1日（水）〜6月10日（金）
　募集案内や申込書は、6月1日から住
宅建築課で配付します。
　（市ホームページからもダウンロー
ド可）
　詳しくは5月1日号をご覧ください。
問／住宅建築課公営住宅係

65-0609 ／Fax 63-4601

２０１１人権教育連続セミナー
■第３回
●日時／６月２１日（火）１９時３０分〜２１時
●場所／かふか生涯学習館
●内容／《講演》

『ともにいきる』―国際交流と人権―

講師　大
お お

河
か

原
わ ら

佳
よ し

子
こ

さん
甲賀市国際交流協会事務局長
※参加無料、手話通訳あり
問／人権推進課　

65-0693 ／Fax 63-4582

全国一斉「子どもの人権
110番」強化週間
　いじめ・体罰・不登校・虐待など、子
どもの人権にかかわる問題について
人権擁護委員が相談に応じます。
●実施期間／６月２７日（月）〜７月３日

（日）
●時間／８時３０分〜１９時（土日は１０
時〜１７時）
●電話番号／0120-007-110

（フリーダイヤル）
問／大津地方法務局人権擁護課

077-522-4673
Fax 077-522-5317

　  募　集
甲賀市正規職員採用試験
●採用職種／行政若干名
土木1名（平成24年4月1日採用）
●受験資格／昭和57年4月2日以降、
平成2年4月1日までに生まれた方
●1次試験／7月24日（日）
●2次試験／9月下旬に行います。
日時、場所等は、1次試験の合格者に
通知します。
●受付期間／6月1日（水）〜6月30日

（木）までの執務時間中（8時30分〜
17時15分）
その他詳しいことは、職員課までお問
い合わせください。
問／職員課人事係

65-0669 ／Fax 63-4561

市営駐車場の利用者募集
●受付期間／６月１日（水）〜１５日（水）

（土・日を除く9時〜17時）
●使用開始日／７月１日（金）

〔甲賀駅南駐車場〕3,000円／月
4区画（うち軽自動車１区画）

〔甲南駅前駐車場〕3,000円／月
3区画（うち2区画は身体障がい者用）
※事前にお問い合わせください。

（申込者多数の場合は抽選）
問・申／生活環境課

65-0686 ／Fax 63-4582
〔油日駅前駐車場〕3,000円／月
（直接お問い合わせください）
問・申／油日駅を守る会 88-5879

〔甲南駅前駐輪場〕
自転車　1,500円／月
原付　　1,800円／月

（直接お問い合わせください）
問・申／甲南駅前駐輪場 86-0590

（受付時間／6時15分〜9時15分、13
時〜14時、18時30分〜20時30分）

甲賀市子育てサポーター
養成講座《基礎編》
受講者募集
　市内の子育て支援に関する事業で
活動いただくサポーターの養成講座

《基礎編》受講生を募集しています。
詳細は地域市民センター・図書館・社
協窓口等に設置しているチラシをご
覧いただくか、下記までお問い合わせ

ください。
●日時／①6月2 1日（火）②2 9日

（水）③7月6日（水）の10時〜12時
15分
●場所／甲南公民館（忍の里プララ）
●内容／①子どもの発達について
②「子どもとつながるためのヒント」③子
どもの安全について、事業・活動紹介
※《基礎編》のあと《実践編》を受けて
いただくサポーター活動もあります。
●受講料／無料
●申込締切／6月14日（火）
問・申／託児サポーター・つどいの
広場サポーター
社会福祉課

65-0705 ／Fax 63-4085
まかせて会員
甲賀市社会福祉協議会ファミリーサ
ポートセンター

86-6035 ／Fax 86-7226

国際交流フェスタ実行委員・
ブース出展協力者募集
　12月11日（日）に開催する国際交
流フェスタ2011の企画・運営をして
くださる実行委員を募集します。ブー
ス出展者も実行委員と一緒に企画し
ましょう。

【第1回実行委員会】
●日時／6月22日（水）19時〜
●場所／自主活動センターきずな
申・問／甲賀市国際交流協会

／Fax 0748-63-8728

人権学習サポーター
養成講座受講生募集
　人権学習サポーター制度は、人権
学習について学習した人を、さまざま
な場面での人権学習が支援できる人
材として、市が認定・登録します。
●期日／7月〜翌年2月
●場所／市内各地
●受講回数／6回以上

（いくつかの講座から申込者が選択）
●内容／人権問題について幅広く学
習し、知識や技能を習得
※参加無料。（定員20名程度）
●申込締切／6月30日（木）
問・申／人権推進課　

65-0693 ／Fax 63-4582

くすり学習館
『ふなずし漬け方講習会』
受講者募集
　ご家庭でフナ寿司を作ってみませ
んか？昔から自然発酵食品でとても体
に良いと伝えられております。健康に
つながる食文化として家庭で作れる

『ふなずし漬け方講習会』に是非参加
してみませんか。
●日時／8月4日（木）9時30分〜16時
●場所／甲賀市『くすり学習館』（甲
賀町大原中898−1）
●募集人数／30名（電話による受付、
先着順）
●受付／6月10日9時30分から電話
にて順次受付。
●応募資格／甲賀市内にお住まい又
は勤務されている方。

（あくまでも自宅用ですので商売用、
業者の方はおことわりします。）
●費用／塩切り鮒代　メス17,500円

（約20尾）
問／ 88-8020（担当　西田）

お知らせ

基本健診・肝炎ウィルス検診・結核検診・大腸がん検診が始まります
検診内容 実施日 受付時間 実施場所

●基本健診
　対象：19〜39才
　　（昭和47年4月1日〜
　　　平成5年4月1日生）
　受診料：1,000円

●肝炎ウィルス検診
　対象：40歳以上
　受診料：1,000円
　　　　　70歳以上無料

詳細は、健診（検診）カレン
ダーＰ7・8を確認ください。

6月 9日（木） 9：00〜11：00 忍の里プララ（甲南公民館）

6月10日（金） 9：00〜11：00 希望ヶ丘防災コミュニティセンター

6月22日（水） 9：00〜11：00

忍の里プララ（甲南公民館）6月23日（木） 9：00〜11：00
13:30〜15：00

6月24日（金） 9：00〜11：00

6月20日（月） 9：00〜11：00
土山開発センター

6月21日（火） 9：00〜11：00
13：30〜15：00

6月28日（火）
9：00〜11：00

信楽開発センター6月29日（水）

6月30日（木） 9：00〜11：00
13：30〜15：00

●大腸がん検診受付と検診容器の配布
　対象：40歳以上
　持ち物：受診料（500円） 70歳以上無料
　受付：9：00〜17：00

6/2（木） 9（木） 23（木） 信楽保健センター

6/7（火） 8（水） 土山保健センター

●結核検診　　　実施時期　6月〜1月　◦対象者　65歳以上　◦内容　胸部レントゲン　◦受診料　無料
　　　　　　　　市内の指定医療機関を受診してください。（健診（検診）カレンダーP21・22です）

問・申／健康推進課
65-0703／Fax 63-4591

平成23年度から各種がん検診の申し込みにつきましては、各保健センターから
健康推進課に変更させていただきました。ご不便をおかけいたしますが、ご理解
ご協力をよろしくお願いいたします。

◦６月は食育月間
◦毎月19日は
　食育の日です
　「楽しく食べる」「旬のものを食
べる」など、普段よりも『食』につ
いて考える日にしてみましょう！

水口スポーツの森へ行こう　●6月の催し
甲賀市民スタジアム

� 4日（土） 第36回全日本クラブ選手権大会（一般硬式）
� 5日（日） 甲賀市軟式野球リーグ戦（一般軟式）
11日（土） 近畿少年　甲賀支部予選（中学生軟式）
12日（日） 近畿秋季軟式野球大会　地区予選（一般軟式）

18日（土）･19日（日） 第42回日本少年野球選手権大会滋賀支部予選（中学生硬式）
25日（土）･26日（日） 第41回中部日本地区選抜中学校軟式野球大会（中学生軟式）

多目的グラウンド
� 2日（木） 第9回女子ゲートボール大会（一般女子ゲートボール）
� 4日（土） 県民体育大会予選グラウンド・ゴルフ大会（一般グラウンド・ゴルフ）
� 5日（日） 関西クラブ選手権（中学生サッカー）
11日（土） 3種リーグ戦（中学生サッカー）
18日（土） 甲賀市スポ少リーグ戦（小学生サッカー）
19日（日） 甲賀ブロック　4年生大会（小学生サッカー）

22日（水） 体協スポーツ大会兼第26回春季ゲートボール大会（一般ゲー
トボール）

25日（土） 水口ロータリークラブ杯予選（小学生サッカー）
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催　し

ティルトクンチョノ
第 8 回定期演奏会
●開催日／6月12日（日）15時開演
●会場／碧水ホール
●入場料／500円（中学生以下は無
料、全席自由）
●出演／ティルトクンチョノ、桑名しの
ぶ（バイオリン）、松﨑安里子（チェ
ロ）、西岡美緒（舞踊）
●曲目／ジャワ伝統曲、ジャワ舞踊、
ガムラン現代曲、影絵芝居「蟹が坂」
問／碧水ホール
63-2006 ／Fax 63-0752

「グラグラ号で地震体験」
●日時／６月５日（日）１０時～１２時
（地震体験は１０時３０分～１１時３０分）
●場所／道の駅　あいの土山 
●内容／地震体験、住宅用火災警報
器相談（未就学児は保護者の同伴を
お願いすることがあります。）
●参加方法／予約不要、参加無料
問・申／水口消防署土山分署
67-1199／Fax 67-1700

夜空旅人（天体観望会）
「一番おおきな星座・
　　　うみへび座のお話」

～土星も見ごろです～

●日時／6月11日（土）19時30分～
21時30分
●場所／かふか生涯学習館
●内容／天体のお話、月・土星などの観望
●申込方法／電話にて下記まで
●申込期限／6月10日（金）先着20名
※天候等により中止する場合があります。
問・申／かふか生涯学習館
88-4100 ／Fax 88-5055

青少年自然体験活動
指導者研修会
●内容／アイスブレイク、着衣泳法
●日時／7月16日（土）15時30分～
18時30分（15時受付）
●場所／甲賀Ｂ＆Ｇ海洋センター
●定員／50名（要申込）
●対象／子ども会、青少年団体等の指
導者、青少年自然体験活動の企画・運
営者など
問・申／社会教育課
86-8022 ／Fax 86-8380

第１回 エコライフ講座
水環境とうぐい川ホタル観賞
●日時／６月２ 日（日）１ 時～２０時
※雨天の場合室内講座のみ
●場所／鮎河公民館
●内容／ホタルの生態学習、水道水
の残留塩素測定、ホタルの折り紙
●対象／市内小学生とその保護者
（先着15組程度）
●持ち物／自宅の水道水コップ１杯
程度
●申込締切／６月１７日（金）
問・申／生活環境課　
65-0692／Fax 63-4582

甲南ふれあいの館
なつかしの体験教室
　　　「草履作り教室」

●日時／6月19日(日)13時～16時
●内容／布ぞうりの制作
●定員／15名(先着順)
●参加費／200円
●持ち物／巾5cmの布約20メートル
問・申／甲南ふれあいの館
／Fax 86-7551

（月火休館・10:00 ～ 17:00）

6 月 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

サントピア水口　勤労青少年ホーム　夏の教室受講生募集
教室名 日程・時間 定員（人） 受講費用（円） 内　容

ズンバ教室

6/29（水）～8/31（水）
（7/6、27と8/17は休み）

19：00～20：00
毎週水曜　全7回

30

2,500円
（勤労青少年ホー
ムでスポーツ安全
保険加入済の方は
900円）

様々な世界の音楽に合わせて、どなた
でも楽しく動けるダンスフィットネスエ
クササイズ。 心肺機能を向上させ、脂
肪燃焼効果も期待できます。
（ラテン系のエクササイズです）

●申込受付期間／6月6日（月）～6月20日（月）9時～21時（土・日除く）
●申込場所／サントピア水口　勤労青少年ホーム窓口（電話、代理での申し込みは不可）
●対象者／平成23年4月1日現在で15歳以上35歳以下の方。中高校生は除く。
●申込に必要なもの／利用者登録の際必要になる、生年月日と本人を確認できるもの（運転免許証等）

　申し込みされる方は、受講費2,500円（保険代込み）を申込時にご用意下さい。
　今年度より、（財）スポーツ安全協会滋賀県支部のスポーツ安全保険（1,600円）へ加入していただています。
　24年3月31日まで有効の1年間の保険ですので、冬のエアロビクス教室受講の時には、保険代は不要です。

●その他／1．申込者が少ない場合は開講できないことがあります。
　2．開講日、内容等が変更になる場合があります。
　3．定員に満たない教室は、申込期間後も先着順で受け付けます。
　4．申込期間を過ぎてからのキャンセルはお断りします。
　5．定員を超えた教室は、6月20日（月）21時から公開抽選を行います。

問・申／勤労青少年ホーム　 63-2952／Fax63-6788
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編 集 後 記

このコーナーでは市内の保育園、幼稚園、小中学校の
児童・生徒が描いた絵を順次紹介していきます。

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山地域市民センター　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀大原地域市民センター　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南第一地域市民センター　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽地域市民センター　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

※上記４つの地域市民センターは、旧支所の地域
市民センターで、従来の支所機能を有します。

『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報誌をめざします。

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

甲賀市ホームページ　
http://www.city.koka.shiga.jp/
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油日小学校　２年

駒
こま
井
い
　葉

は
凪
な
さん

甲南第二小学校　１年

濱
はま
崎
さき
　彩
あや
花
か
さん

山内小学校　１年

藤
ふじ
岡
おか
　桃
もも
花
か
さん　

どうぶつと
お友だちになったよ

はをみがいているわたし

すきなもの
これくしょん

　今年も一番茶の茶摘みの季節になり、出品茶の手摘みが行われた土
山、信楽の茶園を取材しました。両園とも、朝早くから大勢の摘み手さ
んが籠に新芽を丁寧に摘み取っていました。
　茶園には「出品茶芽の正しい摘み方」の看板があり、「１芯２葉（いっし
んによう）で摘むこと」と書かれていたので、摘み手の方に尋ねると「１
つの芯に２枚の葉が５センチくらい付いているものを指の腹で摘んで
いきます。２つの葉は同じ大きさを選びます。」と丁寧に教えてください
ました。
　風薫るさわやかな風の中、手際よく詰まれた茶葉はすぐに加工場へ
と運ばれていきました。
　ふと目をやると一面緑に映える茶園の風景がそこにありました。しば
らく眺めていると心が癒されていく気分になりました。
　茶処甲賀のこの時期の風物詩を今年は間近で体感させてもらい
ました。た

総数
男
女
世帯数

（－85）

46,792人
47,710人

32,621世帯

（－45）

（－40）

（＋36）

94,502人
※（　）内は前月比 Ｈ23．4．30現在

甲 賀 市 の 人 口 の 推 移
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